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研究成果の概要： 

我が国及び諸外国の美術教育に関する教育課程に関する諸資料を収集・整理するとともに、

それぞれの特徴を比較し、その違いなどについて明らかにした。また、わが国の学習指導要領

を英語、中国語、韓国語に翻訳し、国際学会において提示し、我が国の美術教育の構造につい

て多くの意見を収集することを通して、我が国の美術教育に関する概念や教育課程の構造の特

徴を相対的にとらえた。 
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研究分野：社会科学 
科研費の分科・細目：教育学・教科教育学 
キーワード：各教科の教育，国際比較 
 
１．研究開始当初の背景 

平成 13 年に中央教育審議会に教育

課程部会が常設の部会として設置され、

それ以降、学習指導要領の不断の見直

しが求められており、学習指導要領の

改善は継続的な課題となっている。こ

のような中で、様々な観点から学習指

導要領に相当する諸外国の教育課程と

我が国のものとを比較、検討すること

が求められているが、美術教育につい

ては、我が国と諸外国の教育課程を詳

細に比較、検討した研究は近年見当た

らない。また、国際的な視点で我が国

の美術教育の教育課程をとらえた場合、

諸外国のものと比べ子どもの主体的な

活動を特に重視しており、諸外国から

も注目されている一方で、子どもの多

様で柔軟な活動を重視しているために

教育課程の構造に不明確さがあるとい

 



うことはしばしば指摘されてきた。そ

のため、構造的に整理された諸外国の

教育課程を我が国のものと比較、検討

することによって、今後の美術教育の

あり方を探るための手がかりを得るこ

とが美術教育の研究において求められ

ていた。 
 
 
２．研究の目的 
 

本研究課題では、構造的に整理され

た諸外国の教育課程を我が国のものと

比較、検討することによって、今後の

美術教育のあり方を探るための手がか

りを得ることを目指すこととした。比

較、検討する対象は、構造的に整理さ

れているとされるイギリスやアメリカ

合衆国などの欧米の教育課程、及び、

それまで欧米的であったが我が国の子

どもの活動を重視する教育課程の影響

を強く受けたとされる中国や韓国など

の東アジアの教育課程とする。これら

について調査し、詳細に比較、検討す

ることによって、我が国の教育課程の

子どもの主体的な活動を重視する姿勢

を保ちつつ、教育課程の構造をより明

確にするための方策の提示を試みるも

のである。 
 
 
３．研究の方法 
 

以下の具体的な課題を設定し、研究

に取り組んだ。 

 
(1) イギリス、アメリカ合衆国、中国、韓国

の教育課程を日本語に翻訳する。それを

もとに我が国のものも含め、それぞれの

国の教育課程を構成する「目的」「内容」

「方法」「評価」の概念定義とその相互

関係のあり方を整理し、比較・検討する。

また、その背後にある美術教育の考え方

等についても現地で最新の資料を収集す

るなどして調査し、我が国のものと比較、

検討する。 

 
(2) 我が国の現行の学習指導要領及び新たに

改訂される学習指導要領を英語、中国語、

韓国語に翻訳する。これを用いて諸外国

の美術教育関係者から我が国の美術教育

の学習指導要領についての意見をインタ

ビュー調査によって収集する。収集する

意見は、我が国の子どもの活動を重視す

る美術教育のあり方や教育課程の構造等

についてであり、これをもとに我が国の

教育課程の独自性を浮かび上がらせる。 

 
(3) 昭和 22 年以降の図画工作、美術、芸術（美

術、工芸）の学習指導要領及び児童・生

徒指導要録のデータベースを作成するこ

とによって、我が国の教育課程の変遷を

整理する。 

 
(4) 諸外国の美術教育の実情を把握するため

に現地調査を行う。教育実践の場で教育

課程がどのように実現されているのかイ

ンタビュー調査や授業参観を行い、教育

課程の実施状況を把握する。 

 
(5) 上記の(1)～(5)の結果を整理し、我が国の

教育課程の構造及び内容の独自性を明ら

かにする。そこから今後の美術教育の在

り方についてどのような方向性が見える

のか考察し、その結果を研究成果報告書

にまとめる。 
 
 
 
４．研究成果 
 

研究成果物としては、以下のものが

ある。 
 



(1) 研究成果報告書 
イギリス、アメリカ合衆国、中国、

韓国の教育課程を構成する「目標」「内

容」「方法」「評価」といった諸要素

の概念とその相互関係を明らかにした。

これと同時に我が国のものと比較・検

討し、我が国の教育課程の特徴を相対

的に浮かび上がらせた。なお、この研

究成果報告書については、現在、最終

的な取りまとめの作業を行っている。 
 
(2) 研究成果資料（リーフレット） 

2008 年度に改訂された学習指導要

領を英語、中国語、及び韓国語に翻訳

し、リーフレットを作成した。リーフ

レット作成に当たっては、上記(1)の作

業と並行して、我が国の学習指導要領

に示された様々な用語の概念整理を行

った。なお、このリーフレットは、2008
年の国際美術教育学会世界大会

（InSEA）大阪大会において我が国及

び諸外国の美術教育研究者及び関係者

に配布され、好評を得るとともに、我

が国の学習指導要領のあり方について

様々な意見等が寄せられた。 
 
(3) 我が国の教育課程に関するデータベース 

昭和 22 年以降の図画工作、美術、

芸術（美術、工芸）の学習指導要領及

び児童・生徒指導要録を収集し、用語

を検索できる簡便なデータベースを作

成した。なお、このデータベースは教

育課程を構成する「目標」「内容」「方

法」「評価」といった諸要素の概念と

その相互関係を明らかにするために作

成したものであり、公表はしていない。 
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